
新聞記事で振り返る
福井赤十字病院

福井赤十字病院、開院
～長い歴史を引き継いで～

　福井赤十字病院は、大正14年（1925）に日本赤十字社福井支部病院として開院しました。明治初期に
藩政時代から引き継がれた福井医学校附属病院を前身とし、福井県内で最も古い歴史を誇ります。大野
淳五医学博士を院長に、内科・外科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科の5診療科で発足。福井で初めて医学
博士の診察を受けられると評判を呼び、開院式の翌日より診療を始めると多くの患者がつめかけ、満床に
なると図書室などを病室に急造して対応しました。

▲大正14年開院式 ▲大正14年開院当初

大正14年4月1日、晴天の下、2,000名余の来賓が招かれ、開院式典が盛大に執り行われた

・衆議院議員選挙法改正公布（男子普通選挙実現）

・ラジオ放送開始

・日ソ基本条約が調印される

・治安維持法公布
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正大 4 年 の 出来事

大正14年(1925年)


